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X は じめに             既 往歴 :65歳のときから高血圧症で降圧剤使用.66歳

牌動脈瘤は比較的稀な疾患である.1770年の Beaustter   の とき,心 衛部痛があつた。71歳のとき,腎 孟腎炎.73

1)による最初の記載があるが, 近年 ,診 断法の進歩に伴   歳 のとき,転 倒して右肩関節脱臼を経験した。

つて,内 外でかなり報告例がみられるようになつた。し    現 病歴 :1974年4月 ,微 熱で近医受診.1974年 5月 1

かし,特 異的な症状に乏しく,診 断 が 困難な ことがあ   日 ,風 邪 ?の 疑いで三楽病院内科外来受診.諸 検査の結

る。左側腹部重圧感を主訴とした症例で術前に牌動脈と   果 "腹 部X線 写真で左季助部に円形の石灰化像が認めら

診断できた 1治験例を得たので,若 干の文献的考察を加   れ ,9月 2日 ,内 科に入院し,精 査の結果,牌 動脈瘤と

えて報告する。                     診 断された.10月 7日 ,手 術目的のため外朴に転科入院

H 症   例             し た。

息者 :小○原07,73歳 ,女 性 .             外 科入院時所見 :体格Ⅲ・年度, 栄養良好,皮 膚 お よ

主訴 :左側腹部重圧感.                び 可視粘膜に異常所見は認めない。血圧156/80,脈柏96

家族歴 :本疾患に関連しては特記すべきものなし.   整 ,緊 張良好, 体重62kg,身 長146cm,体温36.2℃,肺



肝境界右Ⅵ肋問,心 肺には異常を認めない.腹部は平坦

で軟らかく,圧 痛はない。肝,llul,腎および腫瘤は触知

しない。腹水も認めない。

検査所見 :胸部X線 写真で異常は認められない。心電
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図は正常範囲である。腹部X線 写真で左季肋部に円形の

石灰化像が認められた (図1,2).選 択的腹腔動脈撮影

でその石灰化像に一致して動脈瘤が認められた (図3).

これらから眸動脈瘤と診断した。入院時検査成績は表 1

の通りである。

1974年10月17日,開 腹手術を行つた。

手術所見 :上腹部正中切開に左補助横_7J開を加えて開

腹した.腹 水貯留は認められなかつた。肝,胆 襲,胃 ,
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表 1 入 院時検査成績
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十二i旨腸および陣に只常は認められなかつた.lllll門部に

小指げ【大で表面平滑な既い球状の牌動脈痛が認めらオtた

ので,碑 動脈瘤を合わてlln易J出術を行つた.

場‖出標本所見 :脚は 130gで,内 限的には者変がなか

つた.lllll門部に近接して 1.4×1.8×1.4cmの裏状の肝動

脈瘤があつた (図4).組織学的には動脈痛駐の中膜の筋
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線和|の消失,内 膜と中朕の広汎な石灰化,非 薄な外膜が

認められた。HE染 色×40(図 5)動 脈瘤近傍の動脈で

は,中膜の石灰化が認められた。HE染 色X25(図 6)

また一部中l束の非薄化,動 脈壁の韓|=膨|||も認められ

た。HE染 色×40(図 7).

術後経油 :良好で,13カ月を過ぎた現在只常は認めら
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N d 報告者 報告年 年令 性 性状[_坐 大 き さ 発生部位 臨 床  像 診  断 発 生 原 因

岩 崎 ♀ 嚢 状 -  1 20× 1 8c田 分岐部主枝
妊娠35週上腹部痛出
血ショック,破 裂 手 術 先天性 ?

9 ″
 1 1 20X15cロ 妊娠34週上腹部痛出

血ショック,破 裂

永 吉 9 〃

 1 1
40× 40× 4 0cm 陣 腫 門脈圧元進症

o20 野 村 不 i 刀 1 4
t8指頭大
～小豆大 肝硬変,糖 尿病

選択的腹腔動
脈撮影,手 術

④ 2 1 ♀ 〃   1  2 大
大
頭
頭
指
指
紐
小 瞬J順,バ ンチ症候群

022 ♀ 〃
   !  1 冊持頭大

⑥2 3 ″ 1 2
手挙大
小鶏卵大

主 枝
分岐部主枝
～陣内

左季肋部に拍動性腫
瘤
(伸動静脈療合併)

④ 拠 小松田 ♀ ″   1  5 径 05～ 2 0cm 分岐部主枝 肝脳症候群

⑥25 佐 藤
(寿)

♀ ″  1 1 鳩卵大 陣腫,バ ンす症侯群

2 6 十 サ11 ♀ 1 径3 cm 不 明 左側腹部痛 選択的複腔動
脈撮影 不  明

027 太 田 6 1 超鶏卵大 分唆部主枝 上腹部痛 ″
 手 術 動脈硬化症

百 瀬 ♀ 案  状 4
超鶏卵大
～鳩卵大

不  明
心寓部～左季肋部拍
動性腫霜 手 術

①29 佐 藤
ω

♀ l 小指頭大 分岐部主枝 胃腫場の疑い
選択的腹腔動
脈撮影,手 術

①30 加 地 ♀ 不 明 1 不 明 不 明 陣腫,食 道静脈糟 F弓脈圧充進症

」ヽ 林 ♀
髪状及
び蔓状 1 鶏卵大 左季肋部指動性腫瑠

衰弱死
選択的腹腔動
脈撮影,剖 検 不  明

⑫32 三 田村 0 雲 状 数 個 飾的
５．３．５． ‐触加

分岐部主校
分岐部分枝

腹部膨満 選択的腹腔動
脈撮影,手 術 門脈圧元進症
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死亡 剖 検 不  明

m 報告者 報告年 年 令 性 性 状 数 大 き さ 発生部位 臨 床 像  1 診  断  1 発 生原因

⑭35 添 野 9 襲 状 1 鶏卵大 主  技 吐下血
      1簾 擦彰揮寧訓  動

脈硬化症

① 弱 黒  柳 ♀ 1 25X14cm 陣門部下行
枝

〃   1門 脈圧克進症
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0 4 2 不 明 不  明 陣  腫

⑤ 43 白験例 1975 ♀ 襲  状 1 小指頭大 分岐部主枝 心筒部痛     |   ″    1 動 脈硬化症

○ 術前に診断しえた症例
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れない。

IXl 考   案

陣動脈瘤は,1770年 に Beaustterゆが削検例を最初に

記載し,1903年な Winklcrのが8年 間上腹部痛で苦しんだ

女性の開腹手術中に数個の陣動脈瘤を認め,陣 易Jのみを

行つた。この症例は術中に腺動脈瘤をみつけた最初 の

症例である。1920年に H6glerり は術前に収縮期雑音を

伴つた拍動性腫癖を最初に透視下で陣動脈瘤 と診断し

た。1932年に LindbOe命は最初にX線 学的に牌動脈瘤を

診断した.1950年 に Evansめは最初に経腰的動脈撮影で

術前に搾動脈瘤を診断した。1965年に Baumの は最初に

選択的血管撮影で術前に陣動脈瘤を診断した。

発生頻度 :外国では,1952年 以前には多数の術中およ

びヤ」検例で陣動脈瘤は認められたが,術 前に診断がつい

たのは14例のみであつた。1953年に OWensめ は204例,

1963年に Cartierりは317例,1966年 に Hebercrの は36`4

例を集計した。本邦では,1971年 に吉計11のの早rll胎盤無」

離後弛緩性出血で死亡した41歳の女性のヤJ検例が最初の

症例報告であり,以 後自験例を合めて43例の報告がみら

れる.43fpllのうち9例 が剤検例,34例 の臨床例のうち19

例において術前の選択的血管撮影で‖略1動脈瘤の診断が得

らオ1た。発生頻度は Sd 1ヽ0ttCr l)の0.02%か ら Sihedぜり

の0.5%ま での報告がある.「erraH in)は60才以 ltの人々

では 9.8%と 報告している.劇いrk)ck】
4)は
腹腔内動81k瘤

の 7.9%と 報告している。男女比では,他 の部位の動脈

瘤は6:1で 男性に多いが,陣 動脈瘤は 1:2で 女性に

多いと Yanず"は 報 i々している.佐 藤
2つ
も1:2.8で ll

動脈瘤は女性に多いと報告している.筆 者 の集計でも

1:4.4で llP動脈瘤は女性に多い。OWensめ の集計した

204例中67%が 女性例であり,そ のうち58%が 成熟婦人

で,そ の成熟婦人のうち53%が 妊婦であつた.年 齢で

95(339)

は,OWensの は平均48歳 (14～88歳),佐藤
2り
も平均48歳

(31～73歳)と 報告している.筆 者の集計でも平均48歳

(18～79歳)と なつている.

牌動脈瘤 の原因として,OWensDは ,①  動 脈硬化

症,②  細 菌性栓塞,①  円 脈圧元進症,④  血 管駐の

先天性欠損,⑤  梅 書 ,⑥  外 傷,②  感 染などをあげ

ているが, 本邦では表 21の
内4りに示したように, 門脈圧

元進症によるものが過半数を汁iy),動脈硬化症によるも

のがそれについでいる.

臨床症状および診X」r:眸 動脈瘤 を 放に しておくと,

Owensり は46%に ,SPittelゆは21%に 破裂が起こるとの

べてお り,破 裂の物令は上腹部の放散痛を伴つた腹腔内

出血によるショックの状態と触診によつてわかる腹膜炎

の状態に分けられるが,腹 腔穿刺は行つて遊離のlrd液か

どうかを知ることが診断に役立つ.輸 mとで持ちこたえ,

腹部単純X線 撮影が行えれば,そ して眸動脈の部位に円

形の石灰沈着があれば,診 断に役立つ.も ちろんさらに

選択的mと管擁影を行えば,正 しい出1血部位を知ることが

できる.

治療 :積極的にllll動脈の中枢側を結紫し,動 脈瘤とと

もに陣易」を行えば足 り, その欠損症状 に悩むことはな

ヽヽ,

l V 結  語

73歳,女 性の動脈硬化症が原因となつた脚動脈瘤 1手

術例を経撤 し,イi減せ 1ンめたので報告した。
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